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１ 本校の概要

２ 思考力・判断力・表現力の育成
を図る本校の取組

３ 学力の３要素をベースとした資
質・能力の育成
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１ 本校の概要

１－１ 学校紹介
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思考力・判断力・表現力を育成す
るための指導方法の工夫改善に係
る実践研究 H26年度～H28年度

中高6年間を見通して「思考力・判
断力・表現力」を評価するテスト
の開発研究 H29年度～H32年度

羅針盤プロジェクト(学習支援計画）
H26より中学6期生(高校30期)で開始

学業と部活動の両立
【特別活動領域】

ＮO部活動DAY・試験前休止の
徹底、指導計画作成・部活動経
営計画（作成中）

総合的な学習の再構築
生徒用進路シラバス

ＨＣＣ（豊府チャレンジキャンプ）を進
化させ、ＨＣＰへ
特別活動も含めた教科外の活動を一本化
し６年間・３年間の継続性を高める

主体的な学び
自学力の育成

【教務領域・学年】

基礎基本の徹底
活用力の育成
（授業力向上）

【教務領域・教科統括】

１－２ 大分豊府高校学力向上施策

豊府チャレンジ
プロジェクト

世界標準の

学力向上

グレード別指導
【進路指導領域】

学習を中心とした
基本的生活習慣の確立

（マナー・モラルの確立）
【生徒指導領域・学年】

アセスメントテスト開発
（評価法）

【教務領域・教科統括】

学ぶ意欲の向上
【進路指導・特別活動領域】
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③観点別学習状況の評価が不十分

②評価規準が不明確

生徒の主体的な活動 言語活動の充実
関心・意欲を高め、いきいきと学習する生徒へ

評価規準の明確化 指導の統一性
授業の目標達成到達度の精度を高める

観点別に、つけたい力の育成に対する評価

２－１ 本校は思考力・判断力・表現力を育成する授業になっていたか？

２ 思考力・判断力・表現力の育成を図る本校の取組

④中高の接続が不十分

中高でのつけたい力と到達目標の共有 ４

①従来型の講義中心的授業形態



参考：国立教育政策研究所 評価規準の作成，評価方法の等の工夫改善のための参考資料

観点別評価

本校生に
つけたい力

学校経営計画
学校の教育目標

教科・科目の
つけたい力

シラバス

教科・科目の
評価規準

①評価観点
②評価方法
③学習到達目標

単元の評価規準

①学習内容
②学習活動
③評価観点
④評価方法
⑤ルーブリック

単元評価計画
（ルーブリック）

検証
授業アンケート

観点別評価問題／アセスメントテスト

シラバス・ルーブリックにしたがって
全員が同一歩調で授業改善を実施

２－２ 資質・能力を育むカリキュラム・マネジメント

学校のグラウンド

デザイン

各教科等のカリキュラム
作成

５



２－３ 研究計画

H26年度
１年目

H27年度
2年目

H28年度
3年目

ルーブリック（全学年・全教科・科目完成）
評価規準・評価方法等に基づく授業
観点別評価の完全実施及び検証

観点別考査問題の完全実施及び検証
合科目問題の作成開始
つけたい力の修正

ルーブリック完全版（全学年・全教科・科目完成）
評価規準・評価方法等に基づく授業
観点別評価の完全実施及び検証

観点別考査問題の完全実施及び検証
合教科・総合問題の作成開始
つけたい力の完全版完成

職員の意識改革 つけたい力の議論
職員の学習 研究授業・校内研修
シラバス（全学年・全教科・科目完成）
ルーブリック（全学年・全教科・科目1学期分完成）
観点別考査問題の試行

研究授業
全員2回／3年
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２－４ 授業改善研究組織 「チーム学校」として取り組む

21世紀型学力 『5教科のみならず する力』

毎週実施

企画推進部会
管理職＋教科統括＋教科

中高合同教科会議

教科主任会議
教科統括＋教科主任

①授業改善に向けての組織力の強化
②持続可能

計画的な研修会・学習会の実施

③生徒につけたい力（21世紀型学力）の共有化

授業計画 授業 評価（指導と評価の一体化）

教科統括

教務領域

進路領域

人材育成

チーム学校と
して取り組む

全教科で取り組む
他教科の取組を知る

７



２－５ 生徒につけたい力は？

教科主任

企画推進委員

ＫＪ法による「つけたい力」の絞込

つけたい力のモデル化

８



　第1回 6月9日  研究開発のねらいや方向性の確認　

　第2回 6月16日  年次研究計画　　校内研修計画　　研究授業計画

　第3回 6月23日  大分豊府高校生につけたい力の検討

　第4回 6月30日  各年度の研究の重点化　　大分豊府高校生につけたい力のモデル検討

　第5回 7月7日  研究内容の共有化　　大分豊府高校生につけたい力のモデル検討

　第6回 7月14日  先進校視察の検討　　大分豊府高校生につけたい力のモデル検討

　第7回 7月22日  つけたい力をもとに、各教科でつけたい力の検討

　第8回 8月25日  つけたい力と各教科でつけたい力の関連性

　第9回 9月1日  第１回研修会　　指導案モデル検討　　

 第10回 9月16日  第１回研修会　　第２回研修会　つけたい力と各教科でつけたい力の関連性

 第11回 10月29日  第３回研修会　　第４回研修会　　単元評価計画モデル検討

第12回 11月5日  第４回研修会　　教科でつけたい力と各科目でつけたい力の関連性

 第13回 11月11日  第３回研修会　　指導案審議

 第14回 11月17日  第３回研修会　　第４回研修会　　指導案審議

 第15回 12月2日  先進校視察還流報告　　第４回研修会

 第16回 12月8日  第４回研修会　　第１回運営指導委員会　　指導案修正

 第17回 12月15日  第４回研修会　　第１回運営指導委員会

２－６ 平成２６年度 企画推進部会の議題
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関心・意欲・態度 思考力・判断力・表現力 知識・理解

事象への関心 思考力 概念・法則
社会や文化をはじめ、様々な事象への
関心を高め、主体的に考察しようとする
態度を身に付ける。

問題解決において、想像したり、言語
や情報、知識や技能、課題探究の技
法を活用したりし、多面的・発展的に考
え行動する。

基礎的・基本的な知識・技能・概念が
定着する。

豊かな感受性 判断力 体系

豊かな感受性を育み、他者の考えに
共感しようとする態度を身に付ける。

多様なものの見方・考え方を知り、自分
の考えや意見を整理し、他者の主張を
適正に判断する。

基礎的・基本的な知識を関連させ体系
化し、総合的に理解する。

考えを深化 表現力 活用

発見した課題に対して、自分の考えを
深化させ、発展させようとする態度を身
に付ける。

根拠をもって考察した内容を、他者が
理解できるように、目的や場に応じて適
切に表現する。

総合的に理解した知識の中から必要
なものを選択し、活用する。

２－７ 大分豊府高校生生徒につけたい力
学校教育法第３０条

『学力の３要素』
がベース
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２－８ 授業計画作成の共有

評価観点比率を明
らかにし、生徒にシラ
バスを提示

シラバスと
単元評価計画の作成

１１



知識・理解を定期考査で見取る場合に
は、ルーブリックは記入していない。ま
た、評価する場面を欲張って作りすぎ
ないことが重要。

実験レポートで見取りを行い、技能の評
価に算入している。各教科で、どのよう
な見取りの方法があるか、どの観点に
算入するかなどを議論した。
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２－９ 目標に準拠した評価
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新しい情報をほかの教科で得た
知識と関連付けようとする。

ほとんど
しない

たまに
する

よくする
ほとんど
いつもする

日本 割合（％） ２９．９ ４０．４ ２２．１ ７．４

平均得点 ４９３ ５２１ ５４４ ５６０

韓国 割合（％） １２．３ ３３．４ ３７．４ １６．５

平均得点 ４８８ ５２１ ５５８ ５７７

ＯＥＣＤ平均 割合（％） １３．５ ３５．５ ３３．４ １６．７

平均得点 ４７３ ４８７ ５０２ ５２０

フィンランド 割合（％） １３．３ ４３．２ ３３．１ ９．６

平均得点 ５１６ ５２７ ５４６ ５７１

上海 割合（％） ７．２ ４９．９ ３２．５ １０．２

平均得点 ５２４ ５５１ ５６５ ５７７

ニュージーランド 割合（％） １０．８ ３８．０ ３５．８ １４．３

平均得点 ５０３ ５１０ ５２８ ５６１

アメリカ 割合（％） １４．９ ３４．２ ３２．８ １６．７

平均得点 ４８０ ４９２ ５０７ ５２６

平均得点は「読解力」

教科を超えた知識の関連付けをする指導 2009年PISA調査

２－１０ 次期学習指導要領からみえてくるものは
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２．学習指導要領等の改善の方向性

（１）学習指導要領等の枠組みの見直し
（「学びの地図」としての枠組みづくりと、各学校における創意工夫の活性化）
・ 新しい学習指導要領等に向けては、以下の６点に沿って枠組みを考えていくことが必要となる。

①「何ができるようになるか」（育成を目指す資質・能力）
②「何を学ぶか」
（教科等を学ぶ意義と、教科等間・学校段階間のつながりを踏まえた教育課
程の編成）

③「どのように学ぶか」
（各教科等の指導計画の作成と実施、学習・指導の改善・充実）

④「子供一人一人の発達をどのように支援するか」（子供の発達を踏まえた指導）
⑤「何が身に付いたか」（学習評価の充実）
⑥「実施するために何が必要か」
（学習指導要領等の理念を実現するために必要な方策）

２－１１ 中教審答申（H28年12月21日）

１５

第４章 学習指導要領等の枠組みの改善と「社会に開かれた教育課程」

出典：中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」



２．学習指導要領等の改善の方向性
（２）教育課程を軸に学校教育の改善・充実の好循環を生み出す「カリキュラム・マネジメント」
の実現
・ 「社会に開かれた教育課程」の理念のもと、子供たちに資質・能力を育んでいくためには、前

項（１）①～⑥に関わる事項を各学校が組み立て、家庭・地域と連携・協働しながら実施し、目
の前の子供たちの姿を踏まえながら不断の見直しを図ることが求められる。こうした「カリキュ
ラム・マネジメント」は、以下の三つの側面から捉えることができる。

① 各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校教育目標を踏まえた教科等
横断的な視点で、その目標の達成に必要な教育の内容を組織的に配列していく
こと。 ※②③は略

１６

第４章 学習指導要領等の枠組みの改善と「社会に開かれた教育課程」



観点別評価

資質・能力の育成に向けたカリキュラムモデル

学校教育目標・学校経営計画 ◆多面的・発展的に考え行動す
る力

◆目的や場に応じて適切に表
現する力

大分豊府高校生につけたい力

◆知識・技能を関連づけ・体系 化
する力

◆必要な知識・情報を選択する力

◆主体的に考察する力
◆意欲的に探究する力
◆他者の考えを受容する力
◆考えを深化させようする力

関心・意欲・態度

思考力・判断力・表現力

知識・理解

教科

科目

．．．

教科・科目のつけたい力 教科を横断した視点

各教科の特性に応じた資質・能力の育成

シラバス

①評価観点 ②評価方法 ③学習到達目標

単元の評価規準
単元評価計画

（ルーブリック導入）

①学習内容 ②学習活動 ③評価観点
④評価方法 ⑤ルーブリック

授業アンケート
言語活動アンケート
観点別評価問題
JET TEST Ⅰ型
JET TEST Ⅱ型

検証

※JET TESTとは、ability to Think（思考力）＋Judgement（判断力）＋
Expression（表現力）と表すこととし、JETⅠ型（思考力・判断力・表現力特
化型テスト）とJETⅡ型（合教科型テスト）の作成を行っている。

育成すべき資質・能力
（つけたい力）

「何ができるようになるのか？」

「どのように学ぶのか？」
「何を学ぶのか？」

「何を知っているか？」

学習評価の充実

指導内容等の検討
教科・科目の目標・内容の見直し

課題の発見
解決に向けた主体的・協働的な学び

（アクティブ・ラーニング）

ＩＣＴの効果的活用

教科統括

教務領域

進路領域

企画推進会議

管理職＋教科統括＋教科

教科主任会議

教科統括＋教科主任

中高合同教科会議

毎週実施

教科

科目

教科科目の評価規準

２－１２ カリキュラムモデルの作成
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２－１３ どのような授業が思考力・判断力・表現力を育成するのか？

知識伝達型の授業
（チョーク＆トーク）

①「何を教えるか？」という知識の質や量の改善
②「どのように学ぶか？」という学びの質や深まりの重視

授業の転換
従来の授業イメージを
ひっくり返す

授業が、獲得して欲しい内容についての
学び合いや話し合いになっているか？

考えさせる授業
双方向の授業

発問
アクティブラーニング
言語活動
ＩＣＴ 等

教科のねらい・つけたい力

１８



２－１４ 主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）！

目標：互いに考えを伝え合い自分の考えを深めよう。

深く学ぶために：
１ 根拠を明確にして、説明しよう。
２ 丁寧なことば遣いで話し、温かな態度（頷き・相づち）
で聞こう。

ルール：関係ない話をしない

安心して学びあえる教室環境づくり

ペアワーク・グループワークの原則

１９



２－１５ アクティブ・ラーニングの目的

２０

①意欲・関心の喚起

②知識・技能の修得

③表現力の向上

④思考・判断力の向上

アクティブ・ラーニングの目的



２－１６ アクティブ・ラーニングの手法

２１

①ペア活動 ②Think-Pair-Share
自分→他と意見交換→全体

③ジグソー法 ④ラウンドロビン
グループで順に意見を述べる

アクティブ・ラーニングの手法

⑤ピアインストラクション
仲間同士で教え合う

⑥反転授業



２２

①思考力育成を目的としていないAL

②指導内容がALに適していない

③指導内容に適したALを行っていない

④教員の指導力不足

２－１７ アクティブ・ラーニングの課題

「活動あって学びなし」の批判 課題



２－１８ 本校の学習活動の様子

２３
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「
生
き
る
力
」
「
確
か
な
学
力
」
を
確
実
に
育
成

大学入学者選抜改革の全体イメージ

高等学校教育の質の確保･向上

専
門
学
校
等

就
職
等

主体性･多様性･
協働性等を含む
学力を高水準で
評価（自分の考
えに基づき論を
立てて記述する
形式を含む）

高校生のための学びの基礎診断

特定分野に卓
越した者の

選抜

調査書，活動
報告書，面接
等を活用し，
大学教育に求
められる水準
の学力を確保

大学入学希望
者学力評価テ
ストを活用し，
思考力･判断
力･表現力等を
含む学力を評

価

大学入学共通テスト

選抜性の高低
にかかわらず、
学力について
は、ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝ･
ﾎﾟﾘｼｰに基づ
き、学力の三
要素*を踏まえ
た総合的な評
価を行うことが
重要。特に改
革が必要な点
は右記の通り。

＊知識･技能，
思考力・判断力･
表現力，
主体性･多様性･
協働性

高等学校

３－１ 初等中等教育から大学教育までの高大接続改革

社会への送り出し（学校教育の入口から出口まで一貫して社会との関係を重視）

大 学 大学教育の質的転換の断行

初 年 次 教 育

アドミッション･ポリシーに基づく
多元的評価を重視した個別選抜の確立

小・中学校

３ 学力の３要素をベースとした資質・能力の育成

２5



３－２ 新しい時代に必要となる資質・能力の育成

義務教育を終える段階で身につけておくべき力は？
１８才段階でみにつけておくべき力は？

育成すべき資質・能力
（つけたい力）

「何ができるようになるのか？」

「どのように学ぶのか？」
「何を学ぶのか？」

「何を知っているか？」

学習評価の充実

指導内容等の検討
教科・科目の目標・内容の見直し

課題の発見
解決に向けた主体的・協働的な学び

（アクティブ・ラーニング）

①「個別の知識・技能」・・・何を知っているか？何ができるのか？
②「思考力・判断力・表現力等」・・・知っていること、できることをどう使うか？
③「学びに向かう力・人間性」・・・どのように社会・世界と関わりよりよい人生を送るか？

資質・能力の３つの柱

次期学習指導要領等
が目指す姿

２６



３－３ 新たなテストで評価される力

平成２８年度 京都大学 特色入試サンプル

●京都大学 特色入試 教育学部 課題

●京都大学 特色入試 総合人間学部 文系総合問題

子どもの遊び（遊具と怪我のリスク）に関する写真・図表を含
む、日本語、英語の資料５点を用い、与えられた文章で論じられ
た主張について評価・検証する。

幸福度に関する三つの調査結果からどのような仮説が導き出せ
るか、仮説を検証するにはどのようなデータが必要か、そのデー
タを入手するにはどのような調査が必要か論じる。

仮説を導く
複数の資料を組み合わせる
検証する 論理的に説明する

複数の資料を組み合わせる
批判的に思考する

検証する 論理的に説明する

２７



個人が知識を正確に身に付けること
与えられた課題を効率よく解くこと、などを中心にしがち。

解のない21世紀の社会 ⇒ 「一時的に詰め込んで，その
後すぐに忘れてしまうような知識」の習得ではなく、「後から
必要に応じて活用できる知識・技能」の獲得が求められる。

決まった答えを教員が教えるのではなく、例えばペアやグ
ループ、さらにグループ相互でコミュニケーションしながら考
えを深め、生徒がそれぞれの答えを見付けたり、同時に課
題を発見したりして、知を再構築していくプロセスが大切。

試験の点数な
どという他律的
な学習動機で
はなく

「学ぶことが楽
しい」「将来の
仕事や生活に
生かす」などと
いう自律的な学
習動機による
学習になるよう
な授業をデザイ
ン。

３－４ 解を限定しない指導の工夫

これまで

これから

ゴールが決まっており，どのようにそこに効率よく到達させ
るかという視点で、授業をデザインしがちであった。
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３－５ 思考力・判断力・表現力を見取る評価問題

複数の情報から必要な情報を
取り出し現代社会の視点から
考察し論述する。

資料「投票を棄権した理由」から、投票率
を高められる、あるいは高める事につなが
るにはどのような事が考えるか80字～
120字で論述せよ。

評価問題の変化

２９



【３】 下に示すイラストの左側の男性をX、右側の女性をYとして、
2人の間の会話を自由に想像し、英語で書きなさい。分量は全体で50語
程度とする。どちらが話しているか分かるように、下記のように記せ。
XとYのどちらからはじめてもよいし、それぞれ何語発言してもよい。

英語では写真から会話を推
測する正解のない問題をつ
くった。
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国語科の詳細な採点基準表
（ルーブリック）

３－６ 評価問題のルーブリック
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３－７ 思考力・判断力・表現力を見取る問題での変容

得点率は上昇し、空欄率は低
下している事例

世界史Ｂの定期考査論述問題による変化
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３－８ 新しい時代を見据えた21世紀型学力

進学指導 教育の質保証

授業改善

21世紀型学力

学校全体としての授業力向上および21世紀型学力育成

つけたい力を

他教科と協働
して育成

①積極的な他教科の授業参観
②他教科の取組を自分の教科に活かす
③計画的な研修会・学習会の実施

合教科・総合
的な視点

21世型学力
生徒につけたい力

の共有
全員・全教科
で取り組む

33




